
2 週間コースシラバス 

消化器内科 
【実習目標】 
消化器内科は、消化器（肝、胆、膵、食道、胃、小腸、大腸）の疾患、について的確な診断と治療を目

的とする専門分野である。本実習によって消化器内科領域における疾患への理解をさらに深めるととも
に、チーム医療における医師としての姿勢を学ぶ。 

【一般目標】 
1. 医療者の一員として診療に従事することで、医師としての責任感、態度、専門知識と技術を学ぶ。 
2. 基本的診療手技とコミュニケーション技能を身につけ、患者およびその家族と良好な対人関係を築

いて診療を進めることができるようになることを目指す。 
3. 講義で学んだ知識を再確認し、また、講義では得られなかった、より実践的な知識を身につける。 
4. 担当する患者の問題の理解に、基礎医学、臨床医学、社会医学の知識を応用でき、病因・病態の理解

から診断・治療までの一連の流れを総合的に理解する科目横断的な知識の応用と、問題解決型の思
考過程を身につけることを目指す。 

5. 実際の医療に直に接するなかで、自分の将来の医師像を具体的に構築する。 

【到達目標（行動目標）】 
1. コミュニケーションを通じ、患者および家族と良好な人間関係を築くことができる。 
2. 基本的な診療知識に基づき、患者および家族から診療に必要な情報を収集し、取捨選択して整理で

きる。 
3. 患者の愁訴に則した、各疾患領域の専門的身体診察を適切に実施し、所見を解析してその後の診療

に必要な情報を収集できる。 
4. 問診、理学的所見を基にし、鑑別診断の原則に基づいて以後の検査計画を立案することができる。 
5. 消化器内科領域で用いられる主要な検査・治療に参加し、その概要、手技、有用性、危険性を説明

し、結果を解釈できる。また、施行された検査結果を的確に評価し、疾患を診断することができる。 
6. 消化器内科領域で用いられる主要な検査あるいは治療の術前・術後の患者管理について説明できる。 
7. 消化器内科領域における主要疾患について、症候、病態、診断、治療を説明できる。 
8. 収集した情報を基に、POMR＜問題志向型診療記録＞を作成できる。 
9. 症例を要約する習慣を身につけ、状況に応じて適切な長さで提示することができる。 
10. 診療に必要な知識・情報（MEDLINE やインターネット上で公開されている各種の診療ガイドライ

ン等の電子化情報を含む）を、適切に検索・収集することができる。 
11. 教授回診や各研究室のカンファレンスに参加し、担当患者のプレゼンテーションを適切に行うこと

ができる。また、担当患者の病態、検査あるいは治療計画について指導医と討論することができる。 
12. 医療チームの構成や各構成員（医師、薬剤師、看護師、その他の医療職）の役割分担と、連携・責任

体制について理解し、チームの一員として参加できる。 
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【週間スケジュール】 
 午前 午後 カンファレンス 
月 オリエンテーション(1週目) 病棟・検査実習 肝臓グループ、胆・膵グループ 
火 病棟・検査実習 病棟・検査実習 消化管グループ 
水 病棟・検査実習 病棟・検査実習 消化管グループ 
木 回診前カンファレンス 総括(2 週目) 肝臓グループ 
金 院外実習 院外実習  
初日の集合場所：研究棟 A 2階 セミナー室 1 午前 9時（初日が祝休日の場合は翌日の同時刻） 
院外実習：北部医療センター安佐市民病院 教育研修管理センター1 階 午前 9 時集合 

 
【実習内容】 
実習期間は２週間とし、原則として大学病院において診療参加型の研修を行う。実習期間中の金曜日に
学外施設において院外実習を行う。当科の診療部門は、消化管グループ、肝臓グループ、胆・膵グループ
から構成されるが、そのいずれかのグループに所属し２週間の実習を行う。 

【評価】 
学生の評価は以下のように行う。 

 
 
 
 
 

【消化器内科 担当教官】 
教授  岡 志郎 
消化器内視鏡医学 教授 桑井 寿雄 
肝疾患センター 教授 柘植 雅貴 
准教授 三木 大樹 
准教授 Hayes Clair Nelson 
診療准教授 河岡 友和 
診療准教授 卜部 祐司 
消化管グループ：瀧川 英彦、岸田 佳弘、檜山 雄一、山下 賢、田中 秀典、壷井 章克、高砂 健、 

上垣内 由季 
肝臓グループ：村上 英介、大野 敦司、藤野 初江、上平 祐輔、三浦 峻一 
胆・膵グループ：石井 康隆、中村 真也、池本 珠莉 
学外研修施設：広島市立北部医療センター安佐市民病院 院長・消化器内科主任部長 永田 信二 

【連絡先】 
消化器内科医局：082-257-5193（平日 8:30～17:00） 
教務担当：村上 英介 mail: emusuke@hiroshima-u.ac.jp 

評価項目    配点 
指導医による学生の行動内容の評価 40点 
カンファレンスでのプレゼンテーション 30点 
学生用カルテの記載内容   20点 
出欠、遅刻    10 点 


